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谷　岡　　　　隆

私と野鳥との付合いはまだ4～5年、ましてや、野鳥

を見ても判別できる数は50種足らず、ただ、人より少し

秀でた事といえば、カメラの写歴がチョッピリあるとい

うことだけ……・。

しかし、その実態がほとんど知られていない日高地方

の野鳥について、少しでも皆さんに知っていただけたら

という素朴な気持ちでペソをとった次第です。従って、

学術的なことや専門的なことは分かりませんが、私の知っ

ている範囲で、静内の野鳥について紹介します。

●静内町はどんなマチ

鳥を語る前に“静内”とはどんなマチなのか、プロフィー

ルを紹介します。

北海道で最大のアルプス型摺曲山脈で、氷河期カール

による男性的景観で知られる日高山脈を背に、前には太

平洋が開かれており、2万6．000人の人口の大半は町の

中央を流れる静内川の下流に集中しています。

太平洋に面しているため、気候は温暖で、夏は涼しく

冬はほとんど雪も降らないといった、道内で最も温和な

気候地帯です。

総面積の88㌫は山林、また耕地面積の85㌫が牧草地と

いうように、わが国を代表するサラブレッドの生産地と

してその名が知られており、緑豊かな自然環境に恵まれ

たマチです。

●フィールド・ガイド

町内には3カ所の鳥獣保護区が指定されており、概要

は別表1のとおりですが、中でも真歌地区は静内市街に

隣接していることもあり、町民とのふれあいも多い所で

す。

以下の主なフィールドを紹介します。

●真歌公園

標高80㍍の小高い丘陵が真歌山で、「寛文9年エゾの

乱」でアイヌの英傑・シャクシャイが和人と戦った時の

チャシがあった所で、シャクシャイソ像やアイヌ民俗資

料館などがあります。

丘は海（太平洋）、川（静内川）に囲まれ、丘上はサラ

ブレッドの放牧風景が延々と続きます。

見どころは周年群れをなすトビと冬のオオワシ、オジ

ロワシなどのワシタカ塀と春のウグイスに代表される山

野の鳥の数、種の豊富なところでしょう。

●うぐいすの森

真歌公園に隣接し、静内川が平行して流れています。

保健保安林の指定を受け、自然林道や散策路、展望台ペ

ソチ、トイレなども整備され、3．7キロの遊歩道はバード

ウォッチソグやハイキソグに最適な場所です。

その名のとおり、ウグイスやエゾムシクィ、ノピタキ

などのヒタキ科、キセキレイ、ハクセキレイなどのセキ

レイ科が多く、ときにはエゾライチョウなども姿を見せ

ます。

●静内川河口

市街地を流れる静内川は、その上流部に5ヶ所の水力

発電所があり、道内一のクリーソエネルギーの里として

知られています。

鳥相の特徴は、なんといっても日高管内一のオオハク

チョウの越冬地であるということで毎年、70～80羽が10

月下旬から4月上旬までの半年間、静内川河口で冬を越

します。

今年1月15日の私の調査では、オオハクチョウ64、ア

メリカコハクチョウ1、マガモ84、コガモ130、オナガ

ガモ1、ホオジロガモ15、ウミアイサ13、カワアイサ9、

合計8種317羽を確認しております。

また、2月19日のオオワシ一斉調査では、オオワシ1、

オジロワシ7を確認しております。

雪も少なく、冬の楽しみも少ない当地方で、白鳥との

ふれあいを求める人も多く、平日で50組、日曜日には数
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百組の町民がパソなどの給餌にやって来ます。

＜珍客・アメリカコハクチョウ＞

昭和62年、63年と連続して静内川河口に姿を見せ、昨

年、渡来してきたものは、この2月9日現在も引き続き

その元気な姿が確認されています。

※　静内川での観察データ（毛利守氏・浜田良平氏協力）

○昭和62年11月6日．11月24日～25日

○昭和63年11月4日・11月29日～30日．12月4日～7日．

12月23日～平成元年3月4日

●二十間道路

鳥獣保護区域の新冠種畜牧場敷地にまたがるこの道路

は、延長8㌔、幅3郎この道路両端に約1万本の桜が並び

日本一の桜並木として呼ばれ、61年には「日本の道100

選」にも選定されています。

樹種は桜がェゾヤマザクラが中心で、その他ヨ一口ッ

ヽ－／　パトウヒなどの針葉樹も少なくありません。

原野、農地、森林、山など水辺の鳥を除く、多くの種

が生息していますが、周年を問わず姿を見せてくれるの

が、アカゲラ、オオアカゲラ、コゲラなどのキツツキ科

で桜の樹などに営巣し、一年中、木をつづく音が絶える

ことはありません。

珍しいのでは夏のアカショウピソと冬のホシガラス、

そして多くのエゾリスです。美しい自然と数多くの野鳥

たちとの出会いが楽しめる、とても魅力的なフィールド

です。

●静内町の野鳥活動

豊かな自然、数多くの野鳥たちに囲まれながらも、愛

好者が数少なく、指導者も不足しており、組織も設立さ

れていないといったのが現状ですが、ここ数年、何人か

の人たちが独自の活動を続け、また最近それらの人たち

がそれぞれ、その存在を知るに至り、わが町にもようや

く「野鳥」という吉葉が市民権を得るようになった気が

します。

その一つが1月15日、全国一斉に行われるガン・カモ・

ハクチョウ頸調査で、春田清美さんが音頭をとり、沙流

川（門別町）、新冠川（新得町）、静内川（静内町）、元浦川・

日高幌別川（浦河町）、えりも海岸（えりも町）をポイソト

に、日高地方に於き初めての調査が今年初めて実施され

ました。

ここに日頃、観察や給餌活動を通じて野鳥保護のため

にがんばっている町内の愛鳥家を紹介します。

●高木　知さん（64歳）

4年程前から真歌公園、うく“いすの森、静内川河口で

毎日欠かさず観察を続けています。これといった正確な

記録がなかった静内に、初めて観察記録らしいものを作っ

たのが高木さんです。日頃の熱心な探鳥活動には頭が下

がる思いがします。

アメリカコハクチョウとコハクチョウ

●毛利　守さん（71歳）

静内川に渡来するハクチョウのカウソトを5年前から

1日も休まず続け、3年前からは町から依頼され、パソ

クズの給餌活動もするなど、マチの白鳥おじさんとして

活動を続けています。

●浜田良平さん（64歳）

日本野鳥の会の定点リポーターとして、静内川をフィー

ルドとして観察活動を毎日続け、アメリカコハクチョウ

など、貴重なデータを残しています。

●行方正雄さん（65歳）

町内の鳥獣関係の生字引と呼ばれる人で、とくにヒグ

マの生態と北海道犬の保護については、道内にもその名

が知られています。どこの山や川にはどのような鳥獣が

生息しているかを知り尽くしている人、町の鳥獣保護員、

自然保護監視員も務めている。

●私と野鳥

愛らしい野鳥と出会うきっかけは、昭和59年の春、突

然やってきました。昭和60年9月にオープンする町の保

健保安林・うぐいすの森のパソフレットを一切、任せる

から作れ－との依頼でした。

うぐいすの森という位ですから、当然、野鳥の写真が

入らなければなりません。早速、工事中のうぐいすの森

へ撮影に出向き、たまたま、運良くキセキレイ1羽を撮

影できたものですから、これは面白いと始めました。

しかし、野鳥の生態どころか、夏鳥、冬鳥などの存在

も知らず、夏の暑い日にオジロワシだとかトビを撮りま

くっていたという、笑うに笑えないようなレベルからス

タートしましたので、それからの一年間は、どのような

ことになったのか想像がつくところです。

結局パンフレットには、オジロワシ、キセキレイ、オ

オハクチョウなど11種の写真を入れることが出来ました。

以後、人がやっていない事をやろうという、自分の性

格にあったのか、野鳥の写真撮影に暇をみつけては出か

けることになっていきました。

始めた頃のターゲットは、オジロワシとオオワシ。い

ずれも初めて撮影に成功した時の感動は、言葉に言い表
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給　餌　風　景

せないはどうれしいものでした。とくにオオワシは静内

川にたまに姿を現わす位の数しかいなく、三脚とカメラ

を担ぎ雪野原を歩き回わり、その雄姿を双眼鏡で見てま

ず感激………。次に「逃げるなよ、逃げるなよ」と心に

念じ、一歩一歩オオワシに近ずきますが、心臓はもうド

キドキの最高潮。寒さに震えながら、かじかんだ手に息

を吹きかけシャッターに手が－。

そして、ついにやったと書きたいのですが、天は試練

をまだ与え続けます。64というフィルム感度、うす暗く

暮れかけた夕やみ、そしてF8というレソズ絞りの条件

がそろえば、当然シャッター速度は1／8～1／15あたり

を行ったり来たり、500ミリの望遠ではシャッターを指

で押すことはできません。レリーズはないので、セルフ

タイマーを使いなんとかシャッターを切ることができま

した。しかし、フアイソダーをのぞくことができないた

め、果してどのように写っているのか分かりません－

一週間後、リハーサルを1コマ、1コマ、恐る恐る見た

結果「やった！」と思われるのが2コマ、かくして、オ

オワシとの戦いの第1ラウソドが終りました。

それからカワセミ、アカショウピソ、クマゲラをター

ゲットにしていますが、撮影できたのはカワセミだけで

相変らず、野鳥撮影の難しさを痛感しています。

しかし、昨年10月29日の胆振管内鵡川町の鵡川河口で

運良く、コウノトリの番（つがい）の撮影に成功し、新聞

オジ　ロ　ワ　シ

各紙で報道されたことは、一生の思い出であり、ともす

れば、ほかの被写体に日が移りかけていた矢先のことだ

けに、これでいよいよ野鳥とは縁が切れなくなったなと、

自分で痛感した次第です。

また、町広報紙の「広報しずない」に、昭和60年11月

号から“しずないの野鳥たち”と題し、毎月写真入りで

野鳥を紹介、現在、34回を数え、今ではこのコーナーを　　）

楽しみにしている人も増え、少しでも野鳥に対する関心

を強め、愛好者人口の底辺拡大にお役に立てればと願い

ながら毎月編集しています。

●おわりに

自分が野鳥に興味をもち、その視野が広がっていくた

びに痛感したのが、日高（静内町）の野鳥に関するデータ

がないということでした。

はたしてどんな所にどんな鳥がいるのか？。春には、

秋には日日…・。幸い、静内の愛鳥家のみなさんが、毎日、

自分の足と目で根気強く観察を続けた結果、貴重なデー

タが成果表として出来上りました。

ここに掲載するにあたり、心よいご返事をいただきま

した。おおよそ、この種のデータが日高地方から発表さ

れることは、今までなかったろうと思います。日高の野

鳥の生態の一部として、今度、このような形で発表され

ることをとてもうれしく思います。

）

静内町の鳥獣保護区

≡立車重車畜教務∵≡≡ ��ﾂ�

所　在　地 ��9>�*ﾉ�H慊�静内町字御園 ��9>�*ﾈ鬨ﾘ(ﾊ��

位　　　置 倡8･�&�,凩y�｢�市街地から12Km 倡8･�&�*�.s3�ｶﾒ���?ｨﾘ(�)jﾈ�)��｢�

指定面積 鉄�f���1，713ha �(�33#&���

存続期間 傴ｩ��c�D���ﾈ��?｢�昭和58年3月31日 傴ｩ��S僖���ﾈ��?｢�
平成16年9月30日 兌ﾙ�ﾃ�ID�8ﾈ�3�?｢�平成15年9月30日 

備　　　考 ��ｩ�c���mｨ,ﾈ轌.�,ﾘ���○昭和63年9月19日付 ��ｸ�ｨ�,ﾘ��?ｨﾘ(�)jﾈ,ﾂ�
昭和40年10月1日～ �,X��fｹ�YE�yYH��ﾋ��山麓で、国有林敷地。 
60年9月30日まで。 僞��ｩW�&�/�,x��+X,B�轌.��"�
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別表2

静内川とその周辺で見た野鳥
観察者．浜田良平

岩美廃熱由車拍≡キ烏≡拍巨 

③コ　ウノトリ �5H����������4ﾒ�サ　　　　　ギ �5(5H4ﾘ�H6�8X4X5H4ﾘ�H4�4�5H4ﾘ�B�

④ガソ．カモ �4ｸ98�H4ｨ8"�ハクチ　ョ　ウ �4�4�6�4�6�8x4X�H5(6�4�6�8x4X�H4�8�8ｨ4ｨ5(6�4�6�8x4R�

淡　水　ガ　モ �7ﾘ4ｸ8(�H4ｨ8ｸ4ｸ8(�H6�5h7(8ﾘ4ｸ8(�H5(4ｸ8(�H4�6�4ｸ4ｸ8(�H7�6��
リガモ．オシドリ．オカヨシガモ 

海　ガ　モ �7ｨ4�5x8ﾘ4ｸ8(�H7�8�6�5x8ﾘ�H5�5�4ｸ8(�H4�8ﾘ4ｸ8(�H7ｨ5h6�5x8ﾘ�B�シノリガモ． 

ア　　イ　　サ �4X7�4�485H�H4ｨ8�4�485H�B�

①ワシ．タ　カ �8���5h�H��5���4｢�ワ　シ．　タ　カ �7�5H58�H6x7(�H4�5x8ﾘ8�5h�H4�4�8�5h�H6�8X4X7��H6�48488ﾘ6�8R�
ウヒ． 

ワ　シ．タ　カ �6���8H��7X��5B�ハ　ヤ　ブ　サ �6�8x4X5�5ﾈ7ｸ4X�B�

⑥ツ　　　　ル �4�����48����6��ク　　イ　　ナ �6�5ﾈ�B�

（Dチ　ド　リ �4ｨ����8(����8��カ　　モ　　メ �4�4�5ｨ4�8ﾘ4ｨ8(8��H5ｨ4�8ﾘ4ｨ8(8��H4X7�6ﾈ5(�H4ｨ8(8��H4x8ｨ4｢�モメ．シロカモメ．ワシカモメ，ミツエビカモメ． 

（釘チ　ド　リ �6���6���8｢�チ　　ド　リ �484ｨ8ｸ6�6�8ｨ�H5h8ﾘ6�6�8ｨ�H5(6�6�8ｨ�B�

シ　　　　　ギ �5h����������4ﾒ�トウネソ．ウズラシギ．ハマシギ．アオシギ．クサシギ．イソ 
シギ．ダイシャクシギ．タシギ． 

（勤ブッポウソウ �4ｨ��8���5ｨ��7��カ　ワ　セ　ミ �4ｨ8�5ｨ7��

⑲ス　　ズ　メ �7�����6���8｢�ヒ　　バ　リ �7�6�8｢�

ツ　　バ　　メ �68����6�����8��ツバメ．ショウドゥツバメ． 

セ　キ　レ　イ �5ｨ��4ﾈ��8ﾈ��42�キセキレイ．ハクセキレイ．セグロセキレイ． 

タ　ヒ　バリ �5�7�6�8｢�

ヒ　ヨ　ド　リ �7���8���6���8｢�ヒヨドリ 

モ　　　　　ズ �8(������������5��モズ． 

ミ　ソサザイ �7���5ﾈ5H5X42�ミソサザイ 

ヒ　　タ　　キ ��Xﾆ�684�7��ツグミ． 

小形ツグミ �6ﾘ785�4ﾂ�

ウ　グ　イ　ス �4X4�485��H4�4�8�5h4ﾈ8ｨ�H5(8�5h4ﾈ8ｨ�B�

ア　　ト　　リ �4���6x����8｢�アトリ．マヒワ．カワラヒワ．ハギマシコ． 

シジュウカラ �4ｨ����������8��シジュウカラ． 

ホ　オ　ジ　ロ �7ｨ��4���5x��8ﾒ�ホオジロ．ホオアカ．オオジュリソ．アオジ． 

カ　　ラ　　ス �4ｨ����8�����5��ハシブトガラス．ハシボソガラス．ミヤマカケス 

ハタオリドリ �5�����5�����8��スズメ． 

ム　ク　ド　リ �8���4���6���8｢�ムクドリ 

（Dア　　　　ビ �4�������������7"�ア　　　　　　ビ �4�7"�

（むカイ　ツブリ �4ｨ48��687X8｢�カイ　ツブリ �4ｨ48687X8ｨ�H7���7�4ｨ48687X8ｨ�B�
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静内川河口でのオオハクチョウ観察記録

（データ掟供・毛利　守氏）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内数字は幼鳥で各数値に含める

≡：確宣教≡ �8���~9�ｨ,ｨ�X���庵和由示鉦－ ��������,ｨ���b�・凍画商宣ぬ≡≡ �*ｸｹi����钁ｸｹﾘ�������1 ��
…書和・準空≡要…≡≡．≡二≡≡≡ ��ﾂ�～ �ﾈ敲vhv俟ﾈ���

享 �� 俐Y�Y�B�＼ �"�14 釘�11（3） ��H��8�｢� 最小数 ����2 釘�1 �(����8�｢�1（3） ��

月　平均 ����0．06 ���C"�0．5 �(�Cx����Ch�｢�1．1（0．6） ��

≡‡≡≡葦 �� 俐Y�Y�B�＼ ��"�14 ��r�39（14） �3����H�｢� 最小数 ����2 迭�3 店����(�｢�2　（2） ��

月　平均 ����0．6 塗�C��5．3 �#��3h�塗�CH�｢�8．7（6．4） ��

‡まき �� 俐Y�Y�B�＼ 鉄"�44 都��67（11） 都������｢� 最小数 ����5 唐�12 �#(�度�｢�5　（7） ��

月　平均 ����8．4 �#x�C��39．8 �3x�C��度�Cx�｢�28．5（7．7） ��

最大数 鉄b�51 都��73 都(���8�｢�73（13） ��

最小数 �#B�47 鼎r�63 田X�����｢�47（10） ��

月　平均 滴�CB�0．2 鼎8�C��69．4 �,h�C������CX�｢�47．3（10，5） ��

最大数 ����52 田r�78 ����78 ��

最小数 ����52 田2�70 ����52 ��

月　平均 ����1．8 田X�Cb�75．5 ����48．5 ��

最大数 田��64 都��93 ����93 ��

最小数 鼎"�9 �"�14 ����2 ��

月　平均 嶋�C��13．6 鼎��CB�60．5 ����38．5 ��

最大数 鼎B�27 田��34 ����60 ��

最小数 迭�1 �#r�2 ����1 ��

月　平均 ���C��3．1 店�C��5．1 ����4．4 ��

最大数 田��64 都��98 ��Ss(���H�ｨ�R�P8（14）「 ��

最小数 迭�1 �"�1 姪(��(�｢�ll（2） ��

月　平均 ��ﾂ�4．8 �#h�Cr�36．8 氾3(�C��塗�CH�ｨ�b�L24．5（6．4）」 ��

薄 幸 佛ｲ� 傀儖)x��59．11．20 田��C���C#"�61．10．19 田(�C���C#B�63．10．23 ��ﾂ� 

飛び去っ た日 田��CH�Cr�1羽が秋ま で生息 田(�CH�CR�63．4．12 ������������������������　　　　　　　　　　　【 ��

〒056　北海道静内郡静内町こうせい町2丁目5－16
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1月9日の昼過ぎ、沖縄探鳥ツァーの一行21人は那覇

空港に下り立った。6日間のヤソパル、石垣島、西表島

の探鳥が始まるのだ。薄曇りではあるがムソとする気温

と色彩の強さに戸惑いを覚える。ツアーのメソバーはわ

がカワセミを含めて各区の探鳥サークルの仲間が殆どで

ある。その中にこの道の大先輩山田良道民のお顔も見え、

世話役のわが会指導者島田明美先生と共に力強い存在で
）　　ある。私達夫婦は沖縄は2度目で、昨年も観光ツァーで

来ている。観光の合間にプロミナを持ってあちこち回っ

たが、ビギナーの悲しさでシロハラクイナ・ズグロミゾ

ゴイを見逃して帰った。しかもヤソパルには行っていな

い。そんなこんなで再度挑戦。今度こそは心残りのない

よう頑張るつもりだ。

バスに乗り守礼の門と東南植物楽園を見学して宿泊地

オクマに着く。今日の私は真っ盛りのヒカソ桜に群がる

メジロを見ただけなのに、オオヨシキリを見た人、バン

やダイサギを見た人とさまざまだ。

1月10日　　西銘岳と漫湖

まだ明けやらぬ7時西銘岳へ出発。第一目的はノグチ

ゲラ。辺野書から6km登った所で車を下りる。もう陽は

かなり上っていて今日も暑くなりそうであった。暫く歩

いたのにヒヨドリとカラスバトが横切っただけ。突然ア

カヒゲの鳴き声がする。コマドリより柔く優しい。声の

方へ目を凝らすが姿は全く無理。ノグチゲラを探すこと

1時間。坂の下で山田氏が手招きしている。「さては？」

300mを一気に下る。太いイタジイに小さな鳥が群れて

いて道を隔てたもう1本のイタジイとの間を往ったり来

たりしている。ヤマガラ・シジュウカラ・サンショウク

イそれにコゲラも。大きくて黒いのが動いた。背は赤紫。

ノグチゲラだ！道の上をゆっくり飛び奥の細い木につい

て裏側に回った。陽に当って赤紫が美しかった。うれし

いのに言葉にならない。急にお腹が空いてきて朝食のサ

ソドイッチを口に入れる、美味しいのかまずいのか分ら

なかった。帰路の車上ウォッチングもまた楽しかった。

海岸の道端にイソヒヨドリ、電線にカラスバトやサソショ

ウクィ、空にはサシバ・ミサゴなど何回も車を止めて探

鳥した。

午後那覇空港近くの漫湖に行く。ここは50haの広い

干潟ができ水鳥の越冬地になっている。見渡す限り鳥で

シギチの多いこと。ムナグロやハマシギの中にダイシャ

クシギ、嘆を泥の中に入れて歩きながら餌を採るカモ達

の中にツクシガモ、ユリカモメの中にズグロカモメと北

海道ではめったに見られぬ烏がいて、みんなを喜ばせた。

1月11日　　石垣島

上空から眺めた石垣島はエメラルドグリーンの海に囲

まれた美しい島だ。まず自保海岸で探鳥である。電線に

ズアカアオバト3羽、アオバトに似るが全体がまだ録ぼ

い。海辺にはソリハシシギ・クロサギがポッソポッソと

いてその間をキョウジョシギの小群が舞っていた。海岸

林に小さな貯め池があってムラサキサギ・ズグロミゾゴ

イ・クイナがいたのに私たちが近づいたら逃げてしまっ

た。午後はアソパルの予定だが干潮に少し間があるため

キンバトの竹島農園にお邪魔する。1時間以上待ったが

駄目であった。

石垣には越冬のサシバが多い。原野の棒の先に電柱に

とどこにでもいる。それに水牛の周りのアマサギ．彼等

は冬羽の裏白な姿で広い草原に彩りを添えていた。

アソパルは沖絶第一の探鳥地といわれている割には種

額も数も少なくがっかりした。クロサギの自型と黒型が

いた位で私達は僅かなシギチを1羽1羽ていねいに観察

した。

1月12日　　西表島の浦内川と星立・租納

朝から雨。朝食前ホテルの裏で探鳥。新川川の土手に

ツメナガセキレイがいる。セッカも。電線にシロガシラ

が並んでいた。

石垣港から西表島へ移動。滞内川を観光船に乗って軍

艦岩迄行く、雨足はだんだん強くなり水しぶきと雨が容

赦なく降りそそぐ。とても寒い。本来なら西表探鳥のハ

イライトの筈なのにマソグローブの間に烏影はなかった。

マリウドの滝の展望台まで歩いてもただ濡れただけだっ

た。午後、星立と粗納で探鳥。星立は赤瓦葺きの木造家

屋が多くそれが欝蒼とした屋敷林に囲まれていて古い西

表の姿を留めている所である。ズグロミゾゴイが忍び足

で歩いているのを見つけてみんなびっくり。逃げも隠れ

もしないので心ゆく迄見ることができた。粗納の水田に

タゲリが十数羽いる。幅広い羽でフワッと飛ぶ姿や黒い

冠羽をゆらせて餌を採っている姿をしっかり見る。その

昔札幌で1羽のタゲリを追いかけたことを思い出した。
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1月13日　　西表島大原

今日も雨．大原へ．古見の山林沿いでバスは急停止．

「そこにカソムリワシがいるよ」と運転手さん。車中か

ら一斉にウォッチソグ．全体に白っぽいので若鳥とみる。

後頭に白と黒の冠羽状の羽毛も見えた。バスはまた止ま

る。もう一度カソムリワシだ。2回の観察でみんな満足。

午前はムラサキサギを見るため豊原へ。サトウキビ畑と

原野の道をずいぶん歩いたが目指すものはいなかった。

午後からは亜熱帯林観察路見学。メジロにヒヨドリ・キ

ジバトの常連さんしか現れなかった。ヒヨドリといえば

ここのは道産子より色黒で褐色味が強い。

1月14日今日でこの旅は終りなのだ。シロハラクイナ

をまだ見ていない。朝1時間探鳥可能だ。薄暗い外はま

たまた雨。よい場所を知らないので犬棒式に林らしい所

を目指す。バサッと頭上の枝から大きいのが飛ぶ。サシ

バかな・よく見ると前方の木にカソムリワシ。道は学校

の実験水田に出る。用水路の中に鳥がいる。クイナだ。

シロハラクイナだ。もう1羽。これもシロハラクイナだ。

とうとう会えたのだ。もう心残りはない。

8時25分西表島を去る。風速14mものすごい波であっ

麺叩 � ��

た。

〔見た鳥〕オオヨシゴィ、リュウキュウヨシゴィ、ズグ

ロミゾゴィ、アマサギ、ダイサギ、コサギ、クロサギ

（自塾・黒型）、アオサギ、ムラサキサギ、ツクシガモ、

カルガモ、コガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、

ハシビロガモ、ミサゴ、サシバ、カソムリワシ、ハヤプ

サ、チョウゲソボウ、クイナ、シロハラクイナ、バソ、

シロチドリ、メダイチドリ、ムナグロ、ダイゼソ、タゲ

リ、キョウジョシギ、トウネソ、ハマシギ、アオアシシ

ギ、キアシシギ、イソシギ、ソリハシシギ、オオソリハ

シシギ、ダイシャクシギ、チュウシャクシギ、タシギ、

ユリカモメ、ズグロカモメ、カラスバト、キジバト、ズ

アカアオバト、ノグチゲラ、コゲラ、リュウキュウツバ

メ、ツメナガセキレイ、キセキレイ、ハクセキレイ、ピ

ソズィ、サソショウクィ、シロガシラ、ヒヨドリ、モズ

アカヒゲ、イソヒヨドリ、アカハラ、シロハラ、ツグミ　　、ノ

ウグイス、オオヨシキリ、セッカ、ヤマガラ、シジュウ

カラ、メジロ、スズメ、ハシブトガラス、ドバト、アミ

ハラ（帰化鳥）

〒001札幌市北区屯田3条1丁目5－1

鳥のくちばしは、人間の手と同じ働きをしてしたがって、

鳥の種類や習性の違いによって、それぞれの生活にもっと

も、ふさわしい形に変っている。歯をもたず、上くちばし

の根元は、やわらかい膜に包まれ鼻孔があいています。

ス　　ズ　　メ �8���4���6���8｢�マ　　ガ　　モ �48����5�����4｢�

食物をついばんだりかたい物を 傅ﾈ+8,�(�/�,h,�,I��-x.�,ﾂ�水面でえ‾さをあきることがある �*ﾘ+�,�+X*ｨ*ﾘ*(+�*ｨ*(,�,�,�,H*(,B�

つつき、くだくのに便利です �,兢iy�,X+r�のでくしの歯の様なロはしです 冦�,ﾈ��/���-x.(+x*(.h*I]iy�,X+r�

儀 ��・一・：……表j；壷≡義盛闘≡≡壷：．・ 際≡寡を≡凄；慧銅 戯・：営∈：約盗妊踵随鵠 l一一一一汁一一、－－▲、＼一一■ノノー＼一一■一二・L・，．・謎．1 、－…應應無一巌≡≡≒ �'B�

ク　マ　ゲ　ラ 度4ｨ5h8x7(92�フ　ク　ロ　ウ ���?�?�?�險�｢�

木に穴をあけるきりのよう 傅ﾈｹｸ.(5H8�4ｹ?�/�,h.x*h.��かぎ形にまがったするどい �.(.(�,�+ﾘ�.)�X,ﾉ(h,X*ﾒ�

にとがったくちばしです 　1．．．≦溝・・．．炎．ト ��X*ｸ,�*ﾘ+�,�+X,X+r����8�8�X�S��8��ﾚ�92�くちばしです 壁：：……：…L￥・・■七一一㍍・、・：・：顔≡…㌻≡：：：婆・ �+�,�+X/�ﾛx+Xﾙ�-ﾙ%H+X-ﾈ+r�

〒004　札幌市豊平区清田7粂3丁目16－2
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、き＝七一サト：■：浣　≡＝■■ミ1テ｝■’＝■■く……≡……喜≡≡…≡…≦；≡…………≡；≡妻…≧室喪葦壷…喜……光三≦∋…巨妻皇室…室妻妻≡≡≡妻 刄~‡ニ‡き室≡責琵き室≡責を葺き…1▼・妻妾夏至．≡…∃妄言≡≡：ごく〇・r毒書喜＼、書≡…＿｝′＝整喪蒐喜誓 �*ｲ� 凵ﾟ≡∃蓋言責≡ちミ‘■’ミ」景ゝき■r■盟、、y′喜．≡室■茎・； ��

r；’」、ミ＝■■諾意憲諾意豊誓㍑霊霊．くtヾ17）．（、　　　；伽き〉・≡　▼＝r・1奈 ��x���X�8+8�h����,h�����YY�*ﾘ�X6x7縱��X�8��ｮﾃ����ﾉuﾙ汯�����8�g(��x�ﾈ�ﾘ���8�g(�ﾃxｷﾈ�C��(�ﾉ?��x�H�8�ﾈ�X�Xﾊ�~ﾈﾇ��′‡こ・き �� ��

†諾 ��X���h�����YV��i$������h物��X�X7h�nF霪����x��7靫h�ﾈ�X��e9~ﾉ-8�Hﾌｸ99�鼈�����X,h+�蕀�������Xvﾈ某:舒ﾞ:��ﾈ韋�����h7���H��ｧ&�*ﾘ7���V��H��7������ﾈ�9��8�h��+X*ｸ��唏+"� �� ��∃毒；至器≧≡；賢妻≡…≡。 

このたび、機会があって、1月の中旬ヰこ、デソマーク

国のユトランド半島南部を訪ね、森林、防風林、生垣、

街路樹などの環境林関係を見学してきた。その折、プレ

ゼプロ（Bredebro）の市街地において、バードテpプル

を数多く見かけたので、その一端を紹介したい。

真冬にもかかわらず、北緯55度であるにもかかわら

ず、積雪がなく、常緑性のキヅタ（アイヴ石が赤煉瓦

壁をはい、マソサクが黄花を咲かせていた。この年は暖
）　　冬というが、冬のこの温さは、大西洋を北上するメキシ

コ湾流の熱と、それを運ぶ偏西風とによってもたらされ

ている。太陽が低く、日照時間が6時間ほどで、しかも

曇天が多いのであるから（冬に雨が多い）。

バードテーブルの多くは、杭や柱の上に取付けられ、

板張りの巣箱に近い型か、小柱と屋根だけのやぐら型か

であった。

これらは、一般に、台所の窓から見える場所に設置さ

れていた。そして、餌としては、パソ層（トースト用の

パソでなく、ライ麦などの粒入りパソ、せんべい状のパ

ソ）、麦粒、チーズ片、骨肉（小豚の頭骨もあった）など

が見られた。

冬とはいえ、寒さが弱く、街中に樹木が多く、生垣が

連続しているので、小鳥の姿は多かった。

〒079－01美唄市峰延町本町北2

写真－1巣箱型の給餌台（プレゼプロ）

写真－2　やぐら型の給餌台（プレゼプロ）

写真－3　イエスペアセソ家の給
餌台（ラナルプ，1989．1．13）
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写真－5　農家の庭の給餌台（ミョウルデソ）

写真－4　植物園の給餌台（コ
ペソハーゲソ）

訝郡殉昭轡轡郡粥昭轡研卵殉昭轡研卵殉昭博研酢殉嘩轡轡所謂昭轡群卵殉野間群卵殉将閻郡所弼野間郡粥殉嘩轡群粥殉将軍＋＼‾／

冬　鳥　の　話　題
企会食座金座金幽金座企幽企幽幽幽座金盛会金座企会食企金座企幽幽幽企座金塵金座企金座企盛典座金幽企金色会食企企企金座盛会虫垂幽幽座金企

今年の此れ程の暖冬少雪を予想した人は果して何人居

たのだろうか。此の異常気象と冬鳥の関係は兎も角、愛

鳥家の関心を集め、話題となった事柄を記してみたいと

思う。

［キレンジャクの当り年］

今年の冬鳥の話題の始まりはキレソジャクではなかろ

うか。何年周期説の在るキレソジャクではあるが、今冬

は11月初中旬頃から姿を見せ始め（ヒレソジャクも混っ

て）街路樹・公園・林・庭先のナナカマドの実を食べ群

れを成して飛び回り、電線・アンテナ・枝木等に留って

居る処を良く見かけた。全体が赤みがかった灰褐色・尾

羽板の先が黄色、大きめの冠羽が特徴のムクドリ程の大

きさの仲々の人気鳥。1月も中下旬になると、樹の実を

食べつくしてしまい餌台に顔を見せる様になったが、ひ

と頃程の数は見られなくなった。

［今年も来たコケワタガモ］
一昨年12月から昨年1月迄、初めてえりも岬に約1ケ

月半の滞在記録を残して話題になったコケワタガモが、

昨年11月30日同じえりも岬で♂の成鳥1羽も、昨年の第

一発見者である大野信明氏に依って確認された。其の後

数次に亘り会員等に依って観察が続けられ、最少♂1羽、

最多で♂2羽94羽が確認され2月12日♂2羽94羽が

観察された後2月14．19．20．26日にも出向いたが認めら

れない。既報（野鳥だより第71号）の通り、此れ迄の記録

に依ると、根室半島付近以外での記録は少く、複数での

長期滞在の南限が根室半島の周辺と考えられていたが、

昨年のえりも岬での記録により複数の長期滞在の南限が

書き替えられ俄かに注目されていた。昨年に引続いて再

びえりも岬に複数での長期滞在が確認され、今冬は75日

と昨年より更に長い滞在記録となり今後の渡来と併せて

継続性が注目される処である。

［コウミスズメのご難］

12月15、16日日本海側で発達した低気圧が、全道に暴

風雪を持らし札幌と周辺地域で多数のコウミスズメが保

護されると云う珍しい出来事がテレビや新聞で報じられ

たのをご記憶の方も多いと思います。

コウミスズメは、海岸から離れた海上で生活するため、＼＼J

観察のチヤソスが極めて少い冬鳥で、群れで移動中強風

に吹き飛され陸地に着いたものと思われます。コウミス

ズメはウミスズメ類中最小で体長15cm雌雄同色・夏羽

は頭部全体から上面上尾筒まで青灰黒色、頭額、眼の周

りに細長く白い飾羽がある。喋は短小暗赤褐色・先端が

赤・冬羽は嘱上部の突起・頭部の飾羽・嘆先端の赤を欠

き・喉から下面は白・肩羽は細長く白い・幼鳥は肩羽の

灰白色の薙がない。海洋性の海鳥で冬期は海上で群れ、

小型の無脊椎動物や端脚類を水面及び潜水採餌を行う。

アリュウシャソ・アラスカ・カムチャッカ・ベーリソグ

海・千島等の没岸の岩槻・崖に集団営巣1腹1卵を産む。

北海道・本州北部の海上に渡来・東京都・福岡県・鹿児

島県・種子島にも渡来記録がある。
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［室蘭でケアシノスリを観察］

12月23日には室蘭に於てケアシノスリを会員の福岡研

也氏に依って観察されている。同氏の話に依ると室蘭で

のケアシノスリの観察は昭和57年以来7年振りとの事、

此の情報に基いて会員等が数回に亘り観察に出向き2月

11日迄確認されている。日本では冬期に数少い冬鳥とし

て現れ本道から南部流球まで渡来記録があり、北日本や

日本海側に比較的に多い。海岸・原野・農耕地・干拓地

等に棲み樹上より岩の上・堆土に好んで留る。

全長55cmトビより少し小型・巽は幅広く、尾は短くて

丸い・背・巽の上面は黒褐色で淡褐色の羽縁があり・頭・

腹部・巽の下面は灰褐色でノスリより白っぽい。頭や胸

に黒褐色の縦斑があり腹や脇の斑は大きい。尾は灰白色

で先端の黒褐色の帯が特徴で一見するとノスリに比べ灰

白灰と黒褐色のコソストラストが鮮明である。
ヽ－／　カナダ中北部・アラスカ・カムチャッカ半島・ユーラシ

＼＿■′

ア大陸極北部の平坦なツソドラの地上や低木に営巣する

こともあるが、普通岩の窪みや岩棚に営巣する。巣は枝

を積み重ね可成り大きく産座には松葉や草を敷く。卵は

5～6個抱卵日数は28～31日で解化後41日で巣立つ。

冬期はユーラシア大陸中央・ヨーロッパ南部に移動越冬

する。尚今冬は各地でノスリ・ケアシノスリが多く見ら

れたようだ。

［保護されたシロフクロウ］

北極圏で繁殖の後ユーラシア大陸、北アメリカに南下

越冬する珍しいシロフクロウが年明早々の1月2日早朝

江別市八幡の篠津運河付近の雪上で保護されたと4日の

新聞が伝えました。右の羽根に怪我をしたのが原因で保

護された様で、幸い近くの会員でもあり日本野鳥の会江

別支部理事で北大獣医学部大学院生武田忠義さん宅で手

厚い治療を受け回復に向っている由です。話は2日潮り

12月31日午後3時15分頃、岩見沢市内を自動車で走行中、

約30米程離れた水田の雪原の中の堆積物で盛り上った雪

の小山の上に黒斑の付いた丸い物体を山田隆志さん（岩

見沢市上幌向）が発見、直ぐ自動車を駐め運転中の山下

肇さん（岩見沢市美園）と2人で良く見ると姿、形、白く

大きな体に黒い斑点がある等から迷わずシロフクロウと

判りました。

少し観察、写真を撮った後、動く様子がないので近く

の会員船造淳一さんに報せ、夕暮れの暗い中を江別方面

へ飛び去る迄観察しました。翌日は明けて元旦、そんな

に遠くへは行く等がないと3人で飛び去った方向を重点

に、付近一帯を、後日も又再度探し回りましたが再び見

付ける事は出来ず何処へ行ったのだろうと話合って居た

処1月4日の朝刊を見て咄嗟にあの時のではと・・・・

最後に江別方面に飛び去った処から保護された場所迄、

直線にして約20km、時間差が約38時間半、同じメスであ

シロフクロ　撮影　山田隆志

ること渡来数が極めて少く同一地域に同時に複数の渡来

が在ったと仮定しても雪原や原野と云った比較的開けた

環境で生活する習性と斯した異種に対して敏感に反応す

るカラスの集騒行動や白く大きいと云う珍しい形体から

発見が比較的容易にも拘らず、其の後目撃情報が全く無

い等の事情から保護されたのは山田さん等が観察したの

と同一個体ではないかとの見方も成り立つのではないだ

ろうか。シロフクロウは全長60cm、雄は殆ど白色・雌は

白を基調に頭上と全体に黒い鱗状斑がある（雄は背面に

僅か）限は黄色、喋は黒、脚指まで羽毛で覆われ羽角は

ない、北極圏で繁殖の後ユーラシア大陸、北アメリカ等

に南下越冬する。単独で海岸原野に棲み、氷塊、岩、切

株、杭等に留りネズミ・イタチ・カモ等を捕食する。フ

クロウの仲間の多くは夜行性であるが、本種は昼間にも

活動する。ツソドラや草原の窪みを利用して営巣、純白

の卵を4～10個産み32～34日で酵化、後51～57日で巣立

つ。秋田、千葉、岐阜、石川、鳥取、広島の各県にも渡

来記録があり、本道では1977年7月大雪山で、1983～4

年に道内各地で渡来の確認があった。

［迷鳥オオホシハジロの越冬］

1月19日カラー写真で新聞に紹介され俄に話題となっ

たオオホシハジロは、札幌市北区の会員泉勝統氏が昨年

11月9日創成川畔から茨戸周辺を探鳥中に発見したのが

初認である様に思われる。同氏に依ると健康管理の一環

として創成・茨戸・石狩川流域福移方面へ探鳥を主にし

た自然観察に、週2～3回、時には毎日出掛け欠かさず

記録を残して居る由、初めてオオホシハジロを見たのが、

茨戸潮の漕艇場入口左側スタソド近くで、ヒドリガモ42

羽の集団から20米程離れている見馴れない1羽を見て変っ

たのが居るなあーと気付き腹這いになり出来る丈近付き

図鑑と照合し乍ら観察した。其の時はホシハジロかオオ

ホシハジロかの何れであろうと思ったが、何れも見た経

験もなし特定する自信もなく体が白っぽかったので取敢

えずシロホシさんと名付けて帰った。しかし此のシロホ

シさんの印象が非常に強くシロホシサソに会えるのが励

みにもなって茨戸通いが続いた。11月18日から19日にか
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けて漕艇場付近も結氷、残された開水面にホシハジロの

♂292を初めて見てオオホシハジロとの違いも解り益々

確信が深まった。12月15日にはホシハジロとオオホシハ

ジロの♂同志が行動を共にして居る処を比較観察するこ

とが出来愈々オオホシハジロである確信を持った。度重

なる観察を続けて居る中に、？同志の違いも明瞭になり

オオホシハジロは♂191である事も判り共に行動する

時と別々になって、或いはホシハジロと一緒に行動して

居る時等様々である。此のオオホシハジロに就いて一部

の鳥仲間に年賀状で報告して居る。1月9日には其れ迄

開水面であった下流域も石狩高校付近迄結氷、押し出さ

れる様にカワアイサの集団が此の辺りに陣取った。

此の頃から結氷に依り閲水面が狭くなり観察が仕易く

なり良く人目に付く様になった。1月下旬になり暖冬続

きに氷が融け始め開水面が拡がるに連れ行動範囲も広く

なり見かけるチャンスも少くなったが、其の後も週2～

3回の観察は続いたが3月3日、茨戸遊園地付近での観

察を最後に其の姿は見れなくなった。（泉氏）

オオホシハジロは稀れな迷鳥で、全長55cm・雄は頭

部・頸部が赤褐色で前顔は濃く暗赤褐色・頸は太く長い。

前額から続いた流線形の嘆は長く黒く独特の顔付・胸

は黒く上背面は灰白色上下尾筒は黒く背面と側面とははっ

きり境目が付いている。背面下面とも淡い波状の細斑が

あるが殆ど白色に見える。脚は暗灰色、雌は頭・頸・上

胸まで褐色・体は全体に褐色、アラスカ内陸からカナダ・

北アメリカの中西部の広い淡水湖沼の「スゲ」や「マコ

モ」の繁る処に生息し巣もその中に造る。7～10個を産

卵・抱卵日数は23～29日餌は植物質が80％以上占める。

アメリカ西部と東南部・メキシコに移動越冬する。日

本では栃木・茨城・長野・愛知・香川の各県と道内では

標津・厚岸等過去5回の記録があり、1984年4月紋別市

コムケ湖の記録が新しい。

ホシハジロとオオホシハジロ

撮影　山田良造

［珍鳥ハシジロ7どの観察］

昨年に続いて今年も又えりも岬にコケワタガモが来て

居ると聞いて今年は是非行って見度いと会員の矢野さん

は、羽田さんに案内をお願いしてお互の都合を見計らい

乍ら毎日の天気予報を気がかりに其の日を楽しみに待っ

て居た。愈々1月30日に行く事が決った。1月15、16日

に会友が観察して以来其の後の様子が分らない。果して

コケワタガモは居るのだろうか。そんな不安を抱き乍ら

2人は札幌からバスに乗り浦河・様似と乗り継いでえり

も岬へ向った。此の日と決めたのが幸いして天気は晴れ、

期待のコケワタガモも♂2羽94羽を比較的近い距離か

ら観察、2年越しの念願を果して満足感に浸り乍らえり

もユースホステルに一泊、翌朝再びコケワタガモを観察

した後、えりも漁港を見回り更に海岸を北へ歩き乍ら沖

合を探鳥、快晴無風穏やかな海に季節外れの温暖に1枚

脱ぎ虔くなる程、何処からが百人浜と呼ばれるのでしょ

う。砂浜の海岸の沖にはクロガモ、ビロードキンクロが

群れシノリガモ・ホオジロガモ、コオリガモ、ヒメウ等

が点々と潜水を繰り返し乍ら浮んで居た。浮き翔んで居

るカモメ類の中にワシカモメが割合多く見られる。蓬か　）

沖合をプロミナで見ていると、クロガモの群れの近くに

アビらしいのが見付った。20倍のレンズでははっきりし

ないので40倍のレソズに取換え覗いて見た。近くのクロ

ガモの大きさと比較してアビより目立って大型だ、全体

が灰褐色首も太く感じる。嘆も太く大きく上にそって白っ

ぽい。前額・胸部・顔もぼけた灰白色である。2人は替々

る覗き合った。此れは羽田さんが小樽市朝里で、昭和51

年12月には溝部さんと2回、昭和54年11月と翌年2月に

は北尾さんと一緒に見た事のある日本付近に来るアビ塀

の中では最も大きい観察の機会が趣く稀れなハシジロア

ビであることが分った。少し遠いのを除けば海は穏やか

快晴無風と恵まれ過ぎる位の好条件が重って思いもかけ

ない珍鳥のプレゼントに充実感を味わい乍ら帰りのバス

に乗り込んだ。ハシジロアビは、カナダ・アラスカ●ユー

ラシア大陸・北欧の北極圏没岸のツソドラ地帯の華中に

簡単な巣を造り繁殖する。冬期もあまり南下せず少数が

本道・三陸沿岸の河口・港湾付近等比較的近海に現れる。

魚の外、底棲カニ頬も食べる。

［冬の美唄にコノハズク］

声の仏法僧として其の神秘的な鳴き声で識られている

コノハズクが2月6日朝美唄市東3粂北1丁目左官業近

野進さん（52）宅のトイレの排気筒の上に居るのを向いの

土肥哲昭さんが見付け近野さんへ報せた。市役所職員で

ある土肥さんは出勤後、此の事を市広報係に伝えた。広

報係は早速写真を撮ると共に道立林業試験場自然保護科

の鈴木悌司さんに鑑定して貰ったところ胸の縞模様や角

羽等があることからコノハズクと分った。勤物好きの近

野さんが弱って居る様子なので肉でも与えてみようと2

階の窓から手を出すと逃げてしまったが間もなく同じ場

所に舞い戻って来た。此の噂を聞いた人達や新聞記者等

が見物や取材に来る等したが時折細目を開ける丈で身動
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きひとつしないでうづくまって居たが夕方には姿が見え

なくなった。翌7日朝近くの同市東2粂北1丁目中谷そ

わさんは自宅の前に死んでいるフクロウらしきものを見

付け拾い上げ、どうしたものかと思案して居た処、偶々

近所の青果店主沼沢康夫さんに会い此の事を話した処昨

日の近野さんの処に居た鳥ではないかと云う事になり死

体を預って行った。沼沢さんは此れを早速近野さんへ届

けた。近野さんは此の事を土肥さんへ土肥さんは市の広

報係へ更に地元の鳥獣保護委員の坂本憲市さんへと伝っ

た。8日連絡を受けた坂本さんは預って居た近野さんか

ら引き取り調査確認した後坂本さん宅の庭の一角に埋葬

した。坂本さんの調べに依るとコノハズクの成鳥♂？不

明、外傷，骨折・脱羽等は認められず、痩衰状態で胃の

内容物は空、病気に依るものかは不明、空腹のため全身

衰弱に依る餓死だろうということになりました。本道に

ヽ－／　は5月頃渡来、平地や低山帯の森や林を生活の場として、

ヽ＿′

昆虫や小動物を描食・繁殖した後秋には南下・関東以南

の温暖な地で冬を過す。

何故此の時季に現れたのかは不明であるが、暖冬のた

め、渡りの時期を過ったものか、病気や怪我などで居残

り、暖冬少雪が幸いして生き延びて居たが、次第に餌が

乏しくなり住宅地に迷い込んだもの等と推測の域を出ま

せん。尚此れとは別に1月31日千歳でも1羽保護されて

いることから少くても2羽は冬を過して居た事になり、

何れも珍しい記録である事に間違いはない。

〔春国袋でハマヒバリを観察〕

日本産ヒバリ5種の中の1種で、日本では過去数例の

記録が残されている丈の迷鳥、ハマヒバリ2羽が根室市

春国袋で観察された。昭和63年12月30日．千葉県市川市

在住の英語教師リチャード・クロスピーさん（英）が旅行

中に発見したもので、同夕根室市東梅の民宿経営松尾武

芳さんに宿泊した際に明らかになったものです。

リチャード・クロスピーさんはイギリス人で現在市川

市で英語教師をしているが世界各国を巡り自然観察をし

ながらの兼行に良く出掛けると言う。リチャードさんの

観察したハマヒバリは外国では普通に見られているので

特別の関心があった訳ではなく、今日こんな種額が見ら

れたと言う話の中から出た事で、日本では珍鳥であるこ

とに驚いた位だとの事。其の後松尾さん自身はもとより、

ウォッチソグや写真を目的に来られた宿泊客の方々にも

此の情報を伝え、多くの人達が観察して行ったが2月に

入ってからは何処へ行ってしまったのか見る事は出来な

くなってしまった。ハマヒバリは展望台近くの短い草が

疎らに生え、漂着物が散乱した砂地状の処にハギマシコ

の群れと一緒に居た事もあり、警戒心が強く人が近付く

気配を感じたり、ハギマシコが飛び立つと一緒に舞い上

り此れ等の群れから離れて見えなくなってしまうが、い

つの間にか再び同じ様な場所に戻って来ると言う事の繰

り返しであった。飛んでいるのを見上げると下面、翼下

は白っぽく、胸の黒い帯と尾羽板の基部、脚が黒褐色に

見えヒバリの飛翔に似ている。1羽は角状の尖った黒い

冠羽が見られ顔の黄色も・割合明瞭で、目先から目の下、

頬に下る黒く太い線、胸の黒い帯、黒い脚等♂の特徴が

割合明瞭に感じる等から雄の成鳥であろうと思われる。

他の1羽に就いては雌雄成鳥若鳥等不明で鳴き声はチ

チッ・チチッ・ジューと言う風に聴き取れた。

稀れな迷鳥として現れ全長約16cm雌雄ほぼ同色、巽と

尾を含め上面は褐色で黒褐色の斑がある。尾羽板の外弁

は白く黄色い顔に黒い角状の冠羽があり、目先から頸側

に太く黒い帯があり、胸にも黒く太い横帯のあるのが特

徴、喋は灰黒色、足は黒い、雌は顔の黄色や胸の黒帯が

淡い。

分布：約40亜種に分けられる。ユーラシア大陸の極北

圏、アフリカ北部からアラビア半島、パミール高原、ヒ

マラヤ、モンゴル高原、北アメリカ全土に繁殖、北地の

ものは南下越冬する。日本に渡来する亜種は、極北圏で

繁殖したものが南へ渡り其の一部のものが渡来するらし

い。

生態：夏乾燥した地帯で繁殖し、北地のものは南下し

て山岳地や海浜の砂地等で生活する。地上で昆虫を採食

するが秋冬には草の実が殆ど、日本では繁殖しない。岩

陰やツソドラ、荒地の地上等に草の茎葉で皿形の巣を造

り普通4箇の卵を産み雌丈が10～14日抱卵する。

習性：秋冬には海岸、河口、埋立地等の草の疎らに生

えた乾燥した砂地状の場所に単独又は2～3羽で居るこ

とが多く習性はヒバリに似て居る。繁殖期には飛び乍ら

或いは石の上等で嘲ったりする。地鳴きはタヒバリの様

なヒツ又はチッと聴える。

記録：1977．10　神奈川県相模川河口．13日間滞在・

1977．11静岡県．石川県．1977～1978にかけて千葉．

愛知．石川県・1978．1千葉県・1979．長野．愛知．

滋賀県

〔オオホシハジロとヒメハジロ〕

渡りのコースから大きく外れていることから渡来の記

録が極めて稀れなオオホシハジロ雄7羽と雌2羽とヒメ

ハジロ雌2羽が同時に観察されたと言う珍しい出来事が

十勝川河口大津漁港でありました。1月12日帯広市の青

木則幸さん須田修さんの2人は、十勝川河口沿岸を探鳥

中、大津漁港でオオホシハジロ雄7羽雌2羽が1群となっ

て遊泳しているのを発見観察しました。翌13日再び此の

オオホシハジロを観察に出掛けました処同じ漁港内で昨

日のオオホシハジロの1群とは別にヒメハジロの雌2羽

が遊泳して居るのを発見観察しました。其の後1月20日

には北大生の林省二さんが同じ漁港内でヒメハジロの雌
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2羽を観察しましたが比の時には前述のオオホシハジロ

は観察されず2月26日には帯広市の土田光子さんと井関

さんの2人が同じ大津漁港内でオオホシハジロ10羽±と

ヒメハジロ雌2羽を同時に観察しています。

此れ等の事から両種共大津漁港及び其の周辺地域に滞

在して居たものと思われます。又両種はアラスカ、カナ

ダ、北アメリカ等を繁殖地とし、南下してアメリカ東南、

西部、メキシコ等を越冬地とすると言う略々共通した移

動習性がある点等今回の同時観察に興味を添えるものに

なりました。ヒメハジロは全長35．5cm、小形の美しい

（雄）カモ、本来は北アメリカの鳥で稀れに迷鳥として現

れる。雄は頭部の羽毛が豊かで球状に膨み、眼から後頭

部へ白色が三角に拡がり左右から合する。前頭部と嘆の

基部から後頸部、上背面は光沢のある青紫黒色、胸・脇

腹・下部は白色、噂は淡灰色、脚は淡桃色、雌は頭部が

褐色で眼の後方から耳部に白色の帯があり、背は灰褐色、

下面は白色だが脇は暗灰色にぼける。脚は淡灰色、嘆は

暗灰色、内陸淡水の開けた河口、湖水面・内湾等に棲み

魚、甲殻額、昆虫等を捕食する。

繁殖：アラスカ、カナダ東部の内陸の湖沼の水面近く

の樹洞に営巣、前年の巣又は其の付近への帰巣性が強い。

8～12個を産み抱卵日数は約30日、雌は雛の独立を待た

ず換羽のため去るらしい。

習性：冬期も内陸湖沼に留るがアラスカ南部からカナ

ダ、アメリカ西部、南東部内の水面で越冬する。冬期は

内湾、河口、湖沼に棲み日本ではホオジロガモの群中に

1羽いることが多い。習性はホオジロガモに似ている。

記録：1954～561963～65青森、岩手県。1960千葉県。

1974根室。1981釧路。最も新しい記録では1988．11～89．

2岩手県田老町。

ヒメハジロ　　撮影　竹内　強

〔コウミスズメの大群〕

2月20日えりも岬付近を探鳥中、沖合の海上を往きつ

戻りつするコウミスズメの大群を40倍のプロミナーで観

察することが出来た。コケワタガモを見る目的で来通し

た会員の高梨敏子さん（横浜市）は、羽田さんと2人で19

日コケワタガモの居た付近を［トむに探鳥、「えりも」に

1泊翌日も探し続けたが肝心のコケワタガモは何処にも

見当らない。先週2月12日には雄2羽雌4羽が観察され

たとの連絡を受け、探鳥リストに貴重な1種を加え、じっ

くりと此の珍鳥を観察出来る事に胸をはずませて来た高

梨さんに落胆の念いは否めない。居る居ないは自然の成

り行き、其れはそれとして何んとかして見て貰い度い一

念で沖合を探し続けて居ると、海上一杯に右往左往しな

がら着水したり、飛び立ったりのコウミスズメの大群が

プロミナの中に入って来た。とても数え切れる数ではな

い。恐らく何千羽から万を越える真に大群である。海面

上を水平に飛翔、着水を繰り返す群れは続いた。餌にな

る魚群を追っての行動なのか、単なる移動であるのかは

分らないが、其の数の多きには只々呆然とするばかりで

時の経つのを忘れさせる見事な出来事であった。

〔カワセミの越冬〕

多くの愛鳥家やカメラマニアの中でも、最も人気と関　㌦一／

心の高いカワセミは、水辺のハンターとして其の見事な

ダイビングにコバルトの怪しい迄の美しきと、独特の風

貌等、鳥を識る者達にとっては尽きない魅力です。

4月下旬渡来、2回の繁殖をした後、秋の深まりと共

に越冬のため南の温暖な地方へ去って行きます。

今冬は記録的な暖冬少雪の影響なのでしょうか、苫小

牧市樽前433　森田哲也さん所有の沼に、昨年秋から1

羽のカワセミが居残り春を迎えました。樽前山麓の此の
一帯は、きれいな水が湧き出る処として識られ、大小沢

山の沼や川が点在し、野鳥の棲息にも良い環境としても

識られており、特に動物や鳥好きの森田さんの所有して

いる森田沼には多くの鳥達が集り、ウォッチソグや写真

の素材としても多くの人達が訪れる処です。年中変らぬ

泉が湧き出して真冬でも全面結氷する事はなく、冬場は

ヤマセミの格好の餌場ともなっています。カワセミは毎

年訪れ、此処を餌場に2回繁殖して秋にはいつの間にか

見られなくなっています。

近年の最も遅い終認がS61．11．3、最も早い年がS62．

9月のお彼岸頃になっています。昨秋から居残った1羽

は、昨春以来此処に棲み付き繁殖したものか、此処で産

れたものか、他から移動して来て居残ったものかに就い

ては不明で一冬中、悪天候の日を除いては必ず決った場

所に現れ、沼の「イトヨ」を主な餌として過していた。

観察、写真撮影共、距離が遠く雌雄に就いても意見の分

れる処で雄の若鳥の可能性が高いが、多くの人達の中に

は此れ迄の観察状況から雌雄或るいは、雌雄同志の複数

の個体ではないかと推測する人も居るが2羽が同時に観

察された例はなく推測の域を出ない。此の沼にはマガモ・

ヒドリガモ・ホオジロガモ？・カワアイサ・カイツブリ

等が替るがわる訪れ、1月中にはオジロワシも、又ノス

リも時折現れるのはいつもの冬と変りはなく、コミミズ
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クが近くに渡来した事もあって、ヤマセミ、カワセミ、

コミミズクを目的の観察やカメラマニアが多く訪れた年

であった。

本道でのカワセミの越冬の記録は少く、昭和55年～56

年にかけ、道南の大沼で越冬したのを函館市の小松俊男

さんと吉田省三さん等に依って確認されている。

最初に観察したのが小松さんと同行者で、12月21日国

鉄大沼公園駅近くの駐車場側の浄水池で2羽（雌雄不明、

其の後は1羽雌）で翌年2月22日迄吉田さん小松さん其

の他の人達と数回に亘り同じ場所で観察された。其の後

3月に入って間もなく3羽見たと言う情報も聞いている。

大沼は冬期は結氷するが、沼に注ぐ宿野辺川河口、保

養施設近くに温水が湧出し一部凍結しない場所も在る事

等を考え合せ、小松さん等が観察した大沼公園駅近くの

浄水池以外でも越冬していた事は考えられる。

其の後にも冬期に大沼公園を訪れているがカワセミを

確認した事はない。尚此の年は雪の多い冬であった。

此れ等の珍しいカワセミの越冬は、苫小牧の森田沼ば

かりではなく、千歳でも確認されたと言う情報も得てい

る事から、今冬の記録的な暖冬少雪に負うところなのか

も知れないが又条件さえ整えば、越冬も可能なことを示

したものとして注目される出来事でした。

此の冬鳥の話題を取りまとめるに当り、多く方々の貴

重な経験記録等、様々な御教示を頂きました事に厚く御

礼申し上げます。又生態・分布・習性・記録等に就きま

しては関係文献より引用させて戴きました。

（探鳥幹事　井上）

小樽探鳥　と　雑感

63．12．11　　大　町　欽　子

12月11日、大勢のみなさんとバス2台に分乗し、小樽

駅前を出発、祝津港を皮きりに第1、第3埠頭、港内な

ど各処で観察をした。

祝津では、海から吹上る潮風が、この時期としては余

り冷たさが感じられず、雪もチラチラ舞う程度で、じっ

くり観る事が出来た。
“ア、あれは何だ、アビだ、珍らしい’’“シノリガモ

だ、コオリガモだ”ぁちこちからの声に“どれどれ、ど

こに”と双眼鏡で探しているうちに“ア、潜ちゃった”

で、とらえる事が出来ずガッカリ。

ア、泳いでいる、と見ている問に、突然飛込みスタイ

ルで、お尻を上げ頭からポコッと潜ってしまい、浮ぶの

を今か今かと待っていると、迄か彼方にポッカリ浮び上っ

たりで、ずい分長く息が続くもの、と妙な感心をしてい

る。本当に鳥というのは落着きがなく、バタバタと泳ぎ、

動きまわり、観る方もなかなか楽でない、と思う。

だが、カモメ、カモ煩のように水面をゆったり泳いで、

可愛いい、又美しい姿をいつまでも見せてくれるのもい

る。

今回はウミスズメを、よく観る事が出来た。本当にス

ズメを少し大きくしただけのようにそっくり。1羽飛び

立つとバサバサと、群をなして飛去ってしまったのは、

何と言う鳥だったかナ。

ウミアイサの頭は緑色と教えられ、いくら観ても黒に

しか見えなかったり、アビとオオハムなど色が違うのに、

形が似ているので見分ける事ができなかったりする。

今回は26種類、めずらしい鳥も見れた事でもあり、ほ

ぼ満足出来る探鳥会であった。と言う事だが、自分で判

断出来たのは4、5種類ほど、まだまだ皆目見当もつか

ない、という現状である。

家の付近でも、可愛いい小鳥や、少し大き目の黒っぽ

い鳥が、道路に下りたり、木の枝を飛び廻っているのを、

よく見かけるが、名前が判らない事には、観る楽しさも

半減してしまう。

みなさんのように、声を聞いただけ、又サッと飛び立っ

ただけで“ア、あれは何という鳥だ”と覚えられるのは

いつの日だろうか。

Tさんから贈って戴いた“日本の野鳥”の本を、畷あ

るごとにページをめくり、歩き廻るなどして、早くみな

さんと一緒に探鳥の会を、楽しみたいと思っている。

〒002　札幌市北区篠路6粂6丁目5－12

昭和63年12月11日（日）曇り時々雪10：20～13：30

〔記録された鳥〕オオハム、アビ、ハジロカイツブリ、

アカエリカイツブリ、シノリガモ、コオリガモ、ホオジ

ロガモ、ウミアイサ、ウミウ、ヒメウ、ウミネコ、オオ

セグロカモメ、セグロカモメ、シロカモメ、ミツユビカ

モメ、ユリカモメ、カモメ、ウミガラス、ケイマフリ、

ウミスズメ、トビ、ハクセキレイ、スズメ、ハシブトガ

ラス、ハシボソガラス、ドバト　以上26種

〔参加者〕三浦美童子、田中志司子、佐藤恒彦、伊藤恭

－15－



子、新田キノ、岩渕登起子・恵子、佐々木友子、鈴木千

鶴子、前田稔、巳変ミヨコ、五十嵐、小林春美、斉藤恵

美子、加藤チヅ、森岡弘美、梅木質俊、武沢和義・佐知

子、大町欽子、荒川真須美、仲山裕子、木村景子、羽田

恭子、堀内進、今泉秀吉、戸津高保・以知子、桝川保・

弘子、佐川節子、今野弘、田中礼子、西川喜久世、綿谷

千冬、竹内強、泉勝統、青江正、矢野玲子、高橋孝次・

洋、志田博明・政子、長谷川涼子、谷口一芳・登志、佐

藤典子、巻勝良、犬飼弘、森田新一郎、永島良郎・トキ

江、増田功、中村ひろみ、杉田範男・智恵子、逸見康夫、

大野信明、中野高明、渡辺俊夫、井上公雄、富樫敏雄、

霜中愛子、坂根、本塚初美、柴田良雄、清田苦情、松山

佳則　以上68名（野鳥の会小樽支部よりの参加者7名）

〔担当幹事〕中野高明、渡辺俊夫、井上公雄

藤の沢（白鳥園）探鳥会に参加して

1．1．22　　　鎌　田　玲　子

たくさんの鳥を間近に見ることができるというお話を

聞き、参加を楽しみに辛を走らせました。

着いた藤の沢は、自然がいっぱいの一面の銀世界。会

場の白鳥園には大きな餌台が作られていて、ハシプトガ

ラやシジュウカラが次々と飛んできて、餌を啄んだり、

枝から枝へ飛び移ったり。ヒヨドリ、カケス、アカゲラ、

ゴジュウカラも訪れ、すぐ目の前でその姿を十分に見せ

てくれるのが嬉しく、夢中になって双眼鏡を覗いていま

した。こんな所で一日鳥を見ていれたら幸せだろうなあ

と考えながら。

さて、会が始まり、初めは小沢さんのお話。人間がもっ

と鳥の住める環境を考えてやらなければならないとのお

話に、みんな額きながら聞いていました。その間も、窓

の外の鳥が気にかかります。お昼の心づくしの豚汁のお

いしかったこと。その後のゲームも、さすが鳥の会だけ

あって、全て鳥に関すること。シークワーズは、鳥の名

前を消していって残った文字を読むというのですが初心

者の私は四苦八苦。図鑑でカソニソグしたり、グループ

の人に教えてもらったり。次のクロスワードはさらに難

しく、ヒソトを読んでもさっぱりというありさま。最後

のカモの種類当ても……。いくつかは見たはずなのに。

お楽しみのプレゼントも鳥づくし。幹事さんのご苦労で、

とてもいい日曜日を過ごすことができました。

妹に誘われて初めて探鳥会に参加したのは6月の植苗。

その頃は本当に何もわからず、最後の烏合わせでは36種

でも、私が見ることができたのは、ほんの数種というあ

りさまでした。その後、平和の滝、野幌森林公園、ウト

ナイ湖、小樽、苫小牧と連れていっていただくうちに少

しずつ鳥の姿を見つけることができるようになり、図鑑

と首っぴきで姿と名前を一致させようとがんばっていま

す。この頃は道を歩いていても鳴き声がすると立ち止ま

り、その姿を探すようになりました。そして、三日前か

ら、わが家のベラソダにかわいいお客さんが訪れるよう

になりました。2羽のヒヨドリです。テレビの音を小さ

くして、りんごを啄む姿をじっと見ていました。こんな

所（マソショソの3階）によく来てくれたと感激しながら。

もっとたくさんの鳥が訪れてくれるようにと願いつつ、

毎朝七時半頃を楽しみにしています。

〒006　中央区大通西26丁目

平成元年1月22日（日）暗10：00～14：00

〔記録された鳥〕アカゲラ、ヒヨドリ、ハシプトガラ、

ヤマガラ、シジュウカラ、ゴジュウカラ、スズメ、カケ

ス、ハシボソガラス　以上9種

〔参加者〕豊口肇・美代子、佐々木友子、竹内強、堀内

進、道川冨美子、野口正男、佐藤勇、柳沢信雄・千代子、

山田良造、清水朋子、小堀塩治、西川喜久世、綿谷千冬、

志田博明・政子、佐々木武己、鎌田玲子、大西典子・尉

仁、田中礼子、井上公雄、犬飼弘、泉勝銃、今野弘、武

沢和義・佐知子、大町欽子、岩山英輝、霜村耕一・佳代

子・耕太、川島幸子、長原友美、小沢広記、大野信明、

戸津高保・以知子　以上39名

〔担当幹事〕戸津高保、道川冨美子、竹内強
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冬の原始林を歩いて

野幌森林公園で行われた「冬の動物観察会」に参加し

ました。探鳥会などの自然観察は、できるだけファミリー

で参加するようにしています。わが家は妻と3才、7才

の娘の4人家族です。2人の娘は昨年、クマゲラに遭遇

したのを機に野鳥に興味を持つようになり、今では探鳥

会に出かけるのを楽しみにしております。当会主催の観

察会の以前に野幌森林公園を訪れ、エゾユズリハコース

を回ったのですが、下の娘は雪道に手こずっていたため、

今回は距離もあることから、夫婦だけの参加としました。

天気も良く、大沢口駐車場にはたくさんの方々が集ま
ヽ－／　りました。新聞を見ての参加でしたので皆さんとは初顔

合わせ。午前9時過ぎ、歩くスキーと長靴組に班を作り

いよいよ出発です。私たちは長靴組でした。

ヽ－ノ

し－んと静まり返った世界に足を踏み入れると、日常

気にもとめていない五感が細やかに働いています。ギュ

ギュと雪を踏みしめる爽快な音、木々に積もった雪が枝

を震わせながら落ちる音、耳を澄ませばいろいろな野鳥

のさえずりが聞こえてきます。松や笹の葉の香りも感じ

られ、何もかも体に心地よく入りこんできます。特に今

年は少雪暖冬で街は車粉が舞い、環境が悪化しているだ

桝こ、空気が新鮮でおいしく感じます。

野鳥を追っていると、ところどころに葉の落としたハ

ソノキの枝先に鳥の巣のような「ヤドリギ」（宿木）が生

き生きと葉や実をつけているのに気がつきます。ヨーロッ

パではヤドリギの下を通ると幸福になれると言い伝えの

ある縁起ものです。これで今年一年は大丈夫だねと妻と

冗談を言いながらの観察。冬の天下をとったようなレモ

ンイエローの実が誇らし例こ息づいています。キレソジャ

クなどが好んで食べ、自らその種を運んで他の木の枝に

板づかせるのです。鳥と植物が互いにかかわりあいなが

ら生きている自然界の一面を垣間見たような気がします。

ほおと、のどがピソク色のウソに出会い、じ－っとし

ているのでスコープでゆっくり観察。体が小さいが尾の

長いエナガ、頭上の黄色は見えにくかった日本で最小の

鳥キクイタダ車、その他マヒワ、コゲラを見ることがで

きました。

エゾユキウサギ、キタキツネ、タヌキなど動物の足跡

を期待したのですが、新雪などの条件が整わず観察でき

ませんでしたが、野ネズミの足跡とシッポを引きずった

跡を発見し、エサを求め精一杯冬の森を生きぬいている

様子に感動しました。日々、生きるか死ぬかの危険にさ

らされながら、たくましく野生動物は生きています。キ

1．2．12　　　田　畑　　博

タキツネにとっては冬は恋愛期でもあり、求愛ダンスの

足跡を発見すると、勝手にラヴストーリーなんかを創作

すると楽しいでしょうね。そして春には子ギツネの誕生

です－。

大沢園地で昼食をして一休みしたのですが、私たちは

午後から用事があって失礼させていただきました。桂コー

スを歩いて大沢ロに戻ったのですが、青空が広がり、穏

やかで静寂な原始林は、まさに地上のオアシスです。歩

くスキーを楽しんでいる方に行き交うと「コソニチワー」

と自然と声を駆け合います。これも自然を愛する人々の

心の通じ合いから生まれるものだと思います。

冬の森の動物観察会は、私たちにとって大自然のすぼ

らしさを学んだ充実の一日でした。これを機会に野鳥愛

護会に入会し、また皆さんと探鳥会などに参加させてい

ただきたいと思います。

（注・なお本探鳥会は北海道自然保護観察指導員連絡協

議会との共催でした。）

〒061－32　石狩町花川南2粂6丁目105

元・2・12　野幌　　9：00～12：30　晴れ

〔記録された鳥〕トビ、ヤマゲラ、アカゲラ、オオアカ

ゲラ、コゲラ、ヒヨドリ、キレソジャク、ツグミ、キク

イタダキ、エナガ、ハシプトガラ、ヒガラ、ヤマゲラ、

シジュウカラ、ゴジュウカラ、マヒワ、ペニヒワ、ウソ、

シメ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラス　以上

22種

〔参加者〕香川稔、泉勝銃、大西典子、田辺至、鎌田玲

子、川守田順書、荻原俊男、井上公雄、林茂一、大野信

明、豊口肇・美代子、柳沢信雄・千代子、宇井暗穂、佐

藤恒彦、佐々木武己、武田洋子、桝川保・弘子、戸津高

保・以知子、村野紀雄、白澤昌彦・光明、渡辺紀久雄、

田畑博、福井、和田、倍本、新田キノ　以上31名

〔担当幹事〕白澤昌彦、渡辺紀久雄
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〔野幌森林公園〕

平成元年5月7日（日）

留鳥のカラ炉　キツツキ類

は、確りやドラミソグを繰り

返しペアーを組み、巣造りを

始めて居るものもいます。

既に渡って来て絶張り宣言に美声で歌って居るもの、

長旅の疲れを癒すもの、そしてもっと北へ向うもの等様々

です。美しい囁りに誘われ姿を探すのには、樹の葉の無

い此の頃が最適で、キビタキ・オオルリ等の夏鳥の初認

も概ね此の頃です。エゾエソゴサク・ニリンソウ・ヒト

リシズカ・其の他野の花を見る楽しみも、加わります。

午前9時　大沢口駐車場入口集合

〔千歳州周辺一泊早朝探鳥会〕

土曜日の夕方集合．翌早朝からの一泊早朝探鳥会です。

ジソギスカソ鍋を囲んでの野鳥の話題は尽きなく、時

間を忘れさせます。未だ暗い夜明けから、アカハラ・ク

ロツグミときにはアカショウピソの鳴き声に目を覚し、

ニュウナイスズメ・ハシプトガラ・ヒガラ・アオジ等の

爽かなコーラスの中を進んで行くと、やがてホオジロ・

ツツドリ・キビタキ・オオルリ・そしてヤマセミの飛翔

に出遇う事もあり、探鳥ムードは嫌が上にも盛り上りま

す。

（1）日　　時　平成元年5月13日（土）午後7時より

15日（月）午前4時　探鳥開始　午前中解散予定

（2）場　　所　サンポートガーデソ

千歳市蘭越町5番地　電　話01232－3－3741

（3）会　　費　2000円（夕食付ジソギスカソ鍋）

朝食は各自持参　※宿泊設備がないため（畳の部屋は

あります）寝袋などご用意下さい。

※　自家用車の方は直接サソポートガーデソ集合（駐車

場有り）列車・バスの方は午後6時30分JR千歳駅待合

室集合　駅から現地までタクシーを利用します。

※　参加申込　4月と5月の野幌森林公園探鳥会の折受

付けます。電話の場合は、5月12日迄に011－551－6321

井上まで

〔植　苗〕　平成元年6月11日（日）

ウトナイ湖に隣接した草原が今日の舞台です。此の時

季草原性の夏鳥　ノピタキ・オオジュリソ・シマアオジ・

」
マ・ホオアカ・コヨシキリの何れ劣らぬ名歌手が得

意の喉を競い合いカラフルなシマアオジ・おしゃれ
・「

ピタキ・凛しいノゴマ等が主役です。

言．∴㌦∴∴∵」・了．㍉日
英の日のお天気に依っては意外に気温の低い事もありi

ますので1枚余分に用意して置くと安心です。

午前9時10分JR千歳線植苗駅前集合

〔東米里〕平成元年6月18日（日）　　　l

残された僅かな自然？を求めて草原性の鳥が訪れる郊・

外の一角にノピタキ・アカモズ・ホオアカ・オオジュリ⊆

ソ・コヨシキリ等を見ることが出来ます。

昨年はノゴマ’コウライキジ●アリスイ等32種を記凱l

ていますので未だまだ貴重な探鳥地です。

諾誓芸芸線東芸≡芸≡≡霊前苦言　】
〔平和の滝　夜の探鳥会〕　平成元年6月24日（土）

一日の名残。の噛りも途絶え、やがて夜行性の鳥の括l

動が始ります。大きな羽ばたきと鋭い鳴き声を上げなが：

∴し∴ユ∴－∵∴．－∴∴！
す頃にはすっかり暗くなり規則正しく鳴き続ける声岬i

を傾けて居ると奥深い山中に居る心地がします。

鳥を刺激しない様私言を供しみ懐中電燈の使用も控え、

静かにが夜の探鳥のマナーです。　　　　】

午後6時30分　平和の滝駐早場集合

〔芸営芸子誓言雷警課の滝下車徒歩20分】

∴言－r∴∴∴ご∴l∴’∴－∴
一変しました。斯した環境の変化が野鳥の生息に如何関っ：

て行くものかも見据えての探鳥になります。　l

l羽でも1種でも多く残って居て欲しい念いです。

午前8時40分市営バス札百線福移入口停車所集合l

平成元年5月21日（日）6月4日（日）7月9日（日）l

午前9時　大沢口駐車場入口集合

：‥」∴‾∴、∴一二∵十十．i

探鳥会のお問合せは　001－551－6321井上まで

」

〔北海道野鳥愛護会〕年会費1，500円（会計年度4月より）　郵便振替小樽1－18287
㊦060　札幌市中央区北3条西11丁目　加森ビル5・6階北海道自然保護協会気付簡（011）251－5465
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